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フェアトレード・インターナショナル 組織概要

フェアトレード・インターナショナル本部
（ドイツ）

フェアトレード・ラベル・ジャパン
（日本）

開発途上国 75カ国・160万人以上の生産者・労働者と消費国30カ国メンバーが参加

国際フェアトレード認証ラベル製品は世界130カ国以上で流通

消費国（ラベル推進組織が存在）
生産国（生産国としての対象地域）
消費国かつ生産国

フェアトレード・インターナショナル

－ Fairtrade International－

➢1997年設立

➢2016年より欧州委員会(EC)の

戦略的パートナーとしてSDGs推進連携

フェアトレード・インターナショナル カバー領域

Goal 1

トレードを“FAIR”にする

Goal 2

生産者・労働者のエンパワメント

Goal 3

持続可能な社会の構築



国際フェアトレード認証対象原材料・製品

バナナ

スポーツボール

砂糖、大豆、果物、蜂蜜、ナッツ類、胡麻等、原材料ベースで300種類以上

コーヒー
コットン

香辛料

バラ

茶葉

カカオ

ワイン

ごま

砂糖



フェアトレードプレミアム 品質・生産性向上へも投資

2017年 フェアトレード・プレミアム生産者受取総額
約1億7800万ユーロ （約225億円）



【パートナーシップ概要】
◇ プロジェクト期間： 2016年-2020年
◇ 目的

1. フェアトレード生産者組織の組織力強化
2. 貿易の公正化に向けた政策・方針づくり
3. グローバルなフェアトレード・システムを確立する

2016年3月18日発表

SDGs達成に向けた戦略的パートナーシップ合意

欧州委員会 フェアトレード・インターナショナル

×

小規模生産者や労働者への公正な取引の促進により、
貧困撲滅や持続可能な生産・消費の促進といった
SDGｓのゴール達成に寄与
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ユーロ紙幣の材料にフェアトレード認証コットン使用(オランダ銀行)

オランダ銀行
De Nederlandsche Bank

オランダ銀行「持続可能な調達方針（Sustainable Procurement）」

コットン/繊維のサプライチェーンがより持続可能なものになるよう、
2019年までに、サステナブルコットン100％調達を目指す

2017年時点での達成率86.6％
フェアトレード認証もしくはオーガニック認証、その他、
第三者認証（BCI）で調達

出所：https://www.dnb.nl/en/payments/dnb-en-eurobankbiljetten/nieuwe-biljetten/index.jsp

ユーロ紙幣にフェアトレード認証コットン使用（2007年～）
アフリカとインドの小規模農家から調達

DNB Annual Reportより
“Sustainable cotton: cotton produced under sustainable 
conditions and/or organically, and which has been awarded a 
verified quality mark (e.g. Fairtrade).”

https://www.dnb.nl/en/payments/dnb-en-eurobankbiljetten/nieuwe-biljetten/index.jsp
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ロンドン交通局職員制服 パリ空港職員制服

欧州ではユニフォームにもフェアトレード認証製品

フランス郵政公社職員制服 パリ市清掃員作業服



世界のフェアトレード認証製品市場

※資料内のロゴや商標は各社の登録商標です。 8

世界のフェアトレード認証製品
推定市場規模 2017年

約85億ユーロ
（約1兆742億円）

http://www.co-operative.coop/


グローバルブランド サステナブル調達100％へ

Starbucks Coffee

Nespresso
2013年よりフェアトレード・インタ
ーナショナルとの連携スタート
(コロンビアでのコーヒー農家向け
退職金基金など)

2018年9月
認証ラベル付きカプセル発売

欧州全店舗100% フェアトレード認証コーヒー（エスプレッソ）
さらに、RTD ほぼ全てフェアトレード認証で製品化
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ドイツ流通大手LIDL(リドル) 
フェアトレード認証バナナ100％切替
購買量15万トン(2018年9月発表) 

・1994年～フェアトレード認証製品販売(コーヒー)
・2008年～販売バナナ100％フェアトレード認証へ切替

欧米の大手流通各社ではPB商品で幅広くフェアトレード認証製品化

イギリス大手流通Sainsbury’s(セインズベリー)
フェアトレード認証製品取扱世界最大規模
(2017年度実績・約435億円)

イギリス大手流通Waitrose(ウェイトローズ)
2007年からフェアトレード認証製品取扱い

現在250のPB商品でフェアトレード認証
2017年～PB紅茶全46品を
100％フェアトレード化

約700万ユーロ（約9億円）の
フェアトレード・プレミアムが
コロンビアのバナナ生産者の
社会発展に活用

※資料内のロゴや商標は各社の登録商標です。 10

欧米流通大手 フェアトレード認証製品取扱い加速



※資料内のロゴや商標は各社の登録商標です。

日本でも広がるフェアトレード認証製品 ＜約190社より一例＞
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フェアトレード認証製品
国内推定市場規模(2018年)

約124億3,600万円

http://www.aeon.info/
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国内 フェアトレード認証製品市場規模推移 1993-2018

2018年 国内推定市場規模

約124億3600万円
(単位：千円)



企業名 （年月はフェアトレード認証取組開始時期） フェアトレード認証製品の採用状況

2006年4月～

社内カフェテリア・社内コーヒーマシン・社内売店にて
コーヒー、チョコレート、マカロン等販売
オリジナルキャラクターDNPenguinエコバッグ、ブックカバー販売

2006年12月～ コーヒー 社内カフェテリア

2014年～

来客用コーヒー、株主総会お土産用ケーキ、クッキー
社内ノベルティコットンバッグ、フェアトレードランチメニュー
B&J‘Sアイスクリームを社内カフェテリアで販売

2014年夏～ コーヒー・紅茶 社内カフェテリア

2015年10月～ 社内カフェテリアおよび、来客用コーヒー

2015年11月9日～ 本社来客用コーヒーを切り替え

2015年11月20日～ 本社カフェテリアのコーヒーを切り替え

2018年1月～ 本社来客用コーヒーを切り替え

2018年7月～ 社員食堂のコーヒーを切り替え

フェアトレード認証製品の導入採用企業 ＜国内＞
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社員食堂 ランチメニューへの認証原材料導入

フェアトレード認証コットンの
オリジナルグッズ

来客用・社内カフェのコーヒー



豊田通商グループ フェアトレード認証コットンビジネスに参入
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【参照】 2018年1月31日発表プレスリリース
http://www.toyota-tsusho.com/press/detail/180131_004110.html

認証コットンを使った行政・企業向けユニフォーム
の製造・販売を開始

グループ社員用ユニフォームを
順次切り替える計画

(想定数量は数千枚)

http://www.toyota-tsusho.com/press/detail/180131_004110.html
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調達基準にフェアトレード認証採用
＜コーヒー、紅茶、バナナ、砂糖など＞

全開催地域で、フェアトレード認証原料が提供
会期中の６週間での推計提供数量

・フェアトレードバナナ 1000万本

・フェアトレード紅茶 750万杯

・フェアトレードコーヒー 1400万杯

・フェアトレードワイン 220万本

2012年

ロンドン大会

2016年

リオ大会

2020年

東京大会

調達基準にフェアトレード認証採用
＜果物、野菜、コメ、豆、アサイー、ブラジルナッツ等＞

競技会場での
フェアトレード認証コーヒー提供他、
大会期間中にリオデジャネイロが
フェアトレードタウン認証も取得

東京2020組織委員会が認める
認証スキームとして

国際フェアトレード認証が承認されました
＜コーヒー、茶、カカオ、果物、果汁、香辛料、ごま、砂糖、ワイン＞

オリンピック・パラリンピックでのフェアトレード調達



12年ぶりのコーヒー相場下落再び 農家の生存脅かす



コーヒー国際相場の下落による農家へのインパクト

出所： https://www.solidaridadnetwork.org/sites/solidaridadnetwork.org/files/publications/Coffee%20Barometer%202018.pdf
（環境NGOのコンサベーション・インターナショナルやオランダが本部の国際NGOソリダリダッドなどによる共同発表レポート）

コーヒー会社全体のサステナビリティへの年間投資額
およそ3億5000万ドル(約395億円)

2016年末の1.55USD/ポンドから実に40％近く下落

コーヒー農家が被った経済的損失
年間110億ドル(約1兆2430億)

※円 – 1ドル113円換算

このような状況は農家の貧困を助長し、
非合法作物への転換を拡大するとして警鐘

一方…

https://www.solidaridadnetwork.org/sites/solidaridadnetwork.org/files/publications/Coffee Barometer 2018.pdf


2019.1.15
日経一面(夕刊)

ESG投資拡大により、
日本企業も
フェアトレードへの取組が
加速
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2017年 各国フェアトレード認証製品推定市場規模 （単位：ユーロ）

世界市場 約85億ユーロ （約1兆742億円）

イギリス 約2,550億円 -日本の21倍以上

ドイツ 約1,680億円 -日本の14倍以上

データ出典：https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf

https://www.fairtrade.net/fileadmin/user_upload/content/2009/about_us/annual_reports/2017-18_FI_AnnualReport.pdf


「商品の本当のコストを見ず

持続可能な価格を支払わずして、

農業に未来はない。

サステナビリティに取組むことは

オプションではない。マストなのだ。」

マリケ・デ・ペニャ氏
ドミニカ共和国のバナナ生産者

ラテンアメリカ・フェアトレード生産者ネットワーク代表理事



ご清聴ありがとうございました


